
 

第三者評価結果の公表事項(児童養護施設) 

 

①第三者評価機関名 

NPO 法人介護・福祉サービス非営利団体ネットワークみやぎ 

 

②評価調査者研修修了番号 

SK18011 

S2019005 

第 66 号（県修了番号） 

 

③施設の情報 

名称：児童養護施設旭が丘学園 種別：児童養護施設 

代表者氏名：園長 菅原 昭 定員（利用人数）：     70（39）名 

所在地：宮城県気仙沼市舘山二丁目 2番 32 号 

TEL：0226-22-0135 ホームページ：

http://asahigaoka-gakuen.or.jp 

【施設の概要】 

 開設年月日 1952 年 5 月 23 日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人 旭が丘学園 

 職員数 常勤職員：         30 名 非常勤職員         2 名 

  

 

 

 

有資格 

職員数 

（資格の名称）        名  

保育士           8名  

児童指導員         8名  

家庭支援専門相談員     1名  

里親支援専門相談員     1名  

心理療法担当職員      1名  

看護師           1名  

栄養士           2名  

調理師           3名  

  

 

施設・設備

の概要 

 

（居室数・設備等） 

・居室数は 11 部屋の他、自立を控えた児童への個室 6部屋 

・児童用図書室兼学習室 ・地域交流スペース 

・誰でも使える机があるスペース ・事務室 ・職員室 ・医務室 ・相談室  

・食堂 ・多目的室ほか 

・地域小規模児童養護施設「別家点睛」（定員６名） 2人部屋 3室他食堂・談話

室ほか ・児童家庭支援センター 
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④理念・基本方針（※旭が丘学園提出の「基本情報シート」の記載より） 

【理念】 

 多様な福祉サービスが、その利用者の意向を尊重して、総合的に提供されるよう創意工夫す

ることにより、利用者が個人の尊厳を保持しつつ心身ともに健やかに育成されるよう支援する。 

 児童の基本的権利を守り、健全な社会的自立に向けて支援、育成に努力してゆく。 

 

【基本方針】 

・夢と希望を持って楽しい生活 

・健康で明るい素直な子ども 

・学校生活及び、社会生活への適応と意欲的参加 

 

⑤施設の特徴的な取組 

「児童家庭支援センター」を整備することにより園の多機能化・高機能化を図り、地域の子

育て支援に貢献している。気仙沼市大島に自立訓練ホーム「ほほえみホーム」を運営し、合宿

しての海水浴など児童の遊びの場を実現している。また、家庭的養護に沿った取組みを行って

おり、地域小規模児童養護施設「別家点睛」を園の近くに整備し、運営している。 

 他方、シルクスクリーン印刷技法を駆使した「手作りカレンダー」を制作・頒布し、地域の

支援者等に感謝する取組を 40 年間継続して行っており非常に喜ばれている。 

 なお、社会福祉法人旭が丘学園創立 75周年には、記念誌“心豊逞育”を発行し、園の関係者

や地域に向けて学園を発信している。 

 

⑥第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

2019 年 8 月 20 日（契約日） ～ 

2020 年 3 月 11 日（評価結果確定日） 

 前回の受審時期（評価結果確定年度） 平成  28 年度 

 

⑦総評 

◇特に評価の高い点 

１．地域との交流と貢献に力を発揮している点 

  「事業計画書」に、事業目的として地域に根ざしたふれあいと交流の推進を図ることを記

述し、児童を支える基盤として地域とのつながりを特に大切に考えている。創設 75周年の施

設は長きにわたり住民に深く信頼されて来ており、子どもたちと職員は地域の清掃や雪かき

を行い、港まつりや神社などの伝統行事、植樹会などの市民活動に積極的に参加し、地域に

溶け込んでいる。 

  また、東日本大震災の被災地にある福祉施設として、気仙沼市と非常時の避難所としての

協定を締結している。一方、東北ではいち早く「児童家庭支援センター」を敷地内に整備し、

少子化が進む中での施設の多機能化・高機能化を図り、子育て相談、居場所作りに貢献して

いる。 

 



２．質の高い社会的養護の実現に現場で頑張っている点 

日常生活を大切にし、生活のリズムや食生活の改善に努めている。子どもたちとコミュニ

ケーションをとることを大切に考え、「行ってらっしゃい」「おかえりなさい」などの声掛け

を欠かさないなど、子どもとの愛着心の醸成ができるよう支援している。また、子ども一人

ひとりの事情や状況の把握に努め、不安な思いをしっかり受け止めるよう心掛けている。職

員間のコミュニケーションは良好であり、質の高い社会的養護の実現に向けた取組に期待が

持たれる。 

 

◇改善を求められる点 

１．理念・基本方針を明文化し、「事業計画」を新たに策定する点 

養育・支援の「理念」には、厚生労働省の運営ハンドブックに示されているように①「子

どもの最善の利益のために」②「社会的養護の実現」が明確にされていることが重要である。

また、箇条書きにするなどして、職員・利用者等に分かりやすい具体的な内容で示されてい

ることが大切である。「基本方針」は、理念を具現化するための職員等の行動基準（行動規範）

となるものであり、子どもの人権の尊重や個人の尊厳に資することを指針の中に含めて明文

化することが求められる。 

一方、「事業計画書」は、考え方、経過報告、課題、実施方法等々が一緒に記載されており、

当年度の事業計画が何なのか理解することが極めて困難な文書となっている。今後は、この

文書を整理したうえで、「事業計画」を新たに策定し、職員等に周知することが急務である。 

 

２．質の向上へＰＤＣＡの取組を強化する点 

  平成 25 年度、平成 28 年度、そして今回と第三者評価を定期的に受審しているが、前回受

審時での改善点を是正する有効な取組が行われていない。また、「全国児童養護施設協議会」

作成の自己評価表による取組を実施しているが、評価方法としては十分とは言えない。今後、

人材育成と職員の質の確保に努め、意識して P(計画策定)→D(実行)→C(評価)→A(見直し)の

組織的な取組を行うことが求められる。特に、理念・方針と養育・支援の標準的な実施方法

を明文化し、ＰＤＣＡの取組を行うことが急務である。 

 

３．組織運営のあり方を改善する点 

  養護に係る子育て支援のあり方については、Ⅰ管理的機能型 Ⅱ権利基盤型 Ⅲニーズ解決

型があるとされているが、当園では具体的な問題（例 小規模化、ユニット化、ＳＮＳの許

容度、小遣い額等々）毎に、職員会議等話し合いを基礎とした丁寧な運営を行い、子どもに

対しては「自立支援計画書」によりきめ細かい養育・支援を決定すること（Ⅲのニーズ解決

型アプローチ）が望まれる。また、今後「職員会議」や「各種委員会」等をより活性化させ、

職員の総意を踏まえたボトムアップ的手法で組織運営していくことが期待される。 

 

⑧第三者評価結果に対する施設のコメント 

時代の変化で評価基準も変化しますが、評価する人の考え方の問題や、時により色んな考え

方が有ることは承知の事。令和二年度は施設長も変わるので皆さんの期待に応える事と思いま

す。但し、子育てを数値の枠にあてはめたり、生活の場である施設を一部病院化させたり、本

当に子どもの事を考えているのか疑問符が付くご時世がおかしい。 



⑨第三者評価結果 

  別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 

（別紙） 

 第三者評価結果（児童養護施設旭が丘学園） 

※すべての評価細目（共通評価基準 45 項目・内容評価基準

25 項目）について、判断基準（a・b・c の 3 段階）に基づ

いた評価結果を表示する。 

※評価細目毎に第三者評価機関の判定理由等のコメントを記

述する。 

共通評価基準（45 項目） 

評価対象Ⅰ 養育・支援の基本方針と組織 

Ⅰ-１ 理念・基本方針 

 第三者評価結果 

Ⅰ-１-(１) 理念、基本方針が確立・周知されている。 

1 Ⅰ-１-(１)-① 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。 c 

<コメント> 

理念、基本方針は、「事業計画書」に記載があるが、読み解きが困難な難しい体裁と内容

となっており、理念、基本方針が明文化されているとは言えない。今後、「子どもの最善の

利益のために」養育・支援する姿勢を明確にした理念・基本方針を箇条書きに明文化し、容

易に職員等に理解と周知ができるよう定めることが不可欠かつ急務である。 

なお、事業理念の一つに「地域に根ざしたふれあいと交流の推進」を明記しておくことが

適当であり、「養護の目標」がここで言う基本方針ではないことに留意する必要がある。 

 

 

Ⅰ-２ 経営状況の把握 

 第三者評価結果 

Ⅰ-２-(１) 経営環境の変化等に適切に対応している。 

2 Ⅰ-２-(１)-① 施設経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分 

析されている。 
b 

<コメント> 

 毎年度に在籍児童や入所児童の推移及び養育・支援のコスト分析や施設入所を必要とする

子どもの推移、利用率等を把握している。また、県の家庭養護推進計画に対応する課題を具

体的に把握している。 

 今後、社会的養護の経営をとりまく環境や動向について具体的に把握・分析するとともに、 

子どもに関するデータを積極的に収集・分析することが望まれる。 

 

3 Ⅰ-２-(１)-② 経営課題を明確にし、具体的な取組を進めている。 c 

＜コメント> 



 理事長・園長兼務と副園長の暫定代行、ユニットの閉鎖や中堅職員の離職等経営課題や問題点

があるにも関わらず、改善に向けた有効な取組が停滞しているように思われる。 

今後、組織体制、人材育成、養育・支援のあり方等について、理念・基本方針を明確にした上

での経営課題の解決・改善に向けた取組が早急に望まれる。 

 

 

Ⅰ-３ 事業計画の策定 

 第三者評価結果 

Ⅰ-３-(１) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 

4 Ⅰ-３-(１)-① 中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されて 

いる。 
c 

<コメント> 

県の「家庭的養護推進計画」に対応した 10 年間の施設運営計画を策定しているが、内容的

には現在までの施設整備の現状を単に追認したものである。また、現時点で小規模グループ

ケア 2箇所が稼働しておらず（閉鎖中）見通しも立っていない状況がある。 

 したがって、今後は中・長期計画において、理念や基本方針の実現に向けた目標（ビジョ

ン）を明確にして、施設整備計画に止まらない総合的かつ具体的な中・長期計画（収支計画

を含む）を策定することが望まれる。 

 

5 Ⅰ-３-(１)-② 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されてい 

る。 
c 

<コメント> 

単年度計画（＝「事業計画書」）は、考え方、方針、経過報告、課題、評価、実施方法等々

を含む包括的記載となっており、当年度事業計画の理解が非常に困難な文書となっている。

今後、文書を整理し、具体的事業計画だけを抜き出すなどして、中・長期計画を踏まえた「事

業計画」を新たに策定することが求められる。 

 

Ⅰ-３-(２) 事業計画が適切に策定されている。 

6 Ⅰ-３-(２)-① 事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組 

織的に行われ、職員が理解している。 
c 

<コメント> 

 現在の「事業計画書」は、園長が毎年度に修正・変更・追加等してきたものであり、職員

等の参画や意見の集約・反映のもとで策定されたものとは言えない。 

今後は、職員等の参画や意見の集約・反映のもと、新たに策定された「事業計画」により

養育・支援の評価や見直しを実施することが求められる。 

 

7 Ⅰ-３-(２)-② 事業計画は、子どもや保護者等に周知され、理解を促 

している。 
c 

<コメント> 

 「入所のしおり」には事業計画に言及した記述が見えるが、新しく策定される「事業計画」

においては、子どもや保護者等に丁寧に周知（配布、掲示、説明等）されることが求められる。 



Ⅰ-４ 養育・支援の質の向上への組織的・計画的な取組 

 第三者評価結果 

Ⅰ-４-(１) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 

8 Ⅰ-４-(１)-① 養育・支援の質の向上に向けた取組が組織的に行わ 

れ、機能している。 
b 

<コメント> 

 平成 25年度、平成 28年度、そして今回と第三者評価を定期的に受審している。また、評

価方法としては十分ではないが、「全国児童養護施設協議会」の自己評価表による取組を実施

している。 

 今後、取組の前提としての「事業計画」の策定と対応する「事業報告書」の整備を図り、

人材育成と研修の充実に努め、意識して P(計画策定)→D(実行)→C(評価)→A(見直し)の質の

向上に向けた組織的な取組を実施することが求められる。 

 

9 Ⅰ-４-(１)-② 評価結果にもとづき組織として取り組むべき課題を 

明確にし、計画的な改善策を実施している。 
c 

<コメント> 

ＰＤＣＡサイクルにもとづく養育・支援の質の向上に関する取組は、意識も低く実施されてい

ない現状であり、今後抜本的な改善策を講ずる必要が急務である。 

 

評価対象Ⅱ 施設の運営管理 

Ⅱ-１ 施設長の責任とリーダーシップ 

 第三者評価結果 

Ⅱ-１-(１) 施設長の責任が明確にされている。 

10 Ⅱ-１-(１)-① 施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理

解を図っている。 
b 

<コメント> 

 園長が事業運営の全般について、長期にわたり施設長としての手腕を発揮して来たことが認め

られる。しかし、園の経営・管理や方針の打ち出し方は、命令的であったことは否定できない。 

 現在、園長は理事長を兼務し、副園長が園長を暫定代行しているが、今後の組織運営のあり方

について適切な判断を下し、改めて自らの役割と責任について職員に対して表明し理解を図るこ

とが期待される。 

 

11 Ⅱ-１-(１)-② 遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行 

っている。 
b 

<コメント> 

 園長は、児童福祉法、児童憲章、権利条約の重要性を理解すると共に「全国児童養護施設

協議会」等の主催する会議等に参加し、関係法令や各種の児童に関する国・県の方針にも通

じている。 

 今後、理念・基本方針を明文化し、「期待する職員像」を明確にして、遵守すべき法令等

を職員に対して周知・遵守するための取組を積極的に行うことが望まれる。 

 



Ⅱ-１-(２) 施設長のリーダーシップが発揮されている。 

12 Ⅱ-１-(２)-① 養育・支援の質の向上に意欲をもち、その取組に指導

力を発揮している。 
b 

<コメント> 

園長は、「全国児童養護施設協議会」の自己評価や第三者評価に定期的、継続的に取り組み、

一定の評価・分析を行っている。しかし、養育・支援の質に関する改善課題を抱えており、園内

に具体的な体制を構築し、改善の取組に指導力を発揮しているとは言えない。 

今後は、養育・支援の質の向上に意欲をもち、その取組を明示して自らの指導力を適切に

発揮することが望まれる。 

 

13 Ⅱ-１-(２)-② 経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を 

発揮している。 
b 

<コメント> 

 園長は、約 30年間にわたり園長や理事長に就任し、先頭に立って事業運営を行ってきたと

ころであり、自他ともに経営の改善や業務の実効性の向上に向けて尽力してきたことが認め

られる。 

 今後は、理念や基本方針を明確にして、園内に具体的な体制を構築し、職員と共に取り組

んで行くことが望まれる。 

 

 

Ⅱ-２ 福祉人材の確保・育成 

 第三者評価結果 

Ⅱ-２-(１) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。 

14 Ⅱ-２-(１)-① 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画 

が確立し、取組が実施されている。 
b 

<コメント> 

 加算対象の専門職員を配置する計画を有し、人員配置をしてきている。しかし、目下のと

ころ人手不足が顕著であり、特に主任・中堅クラスの職員の離職が続いており、福祉人材の

確保に困難を抱えている。 

 今後、効果的な福祉人材確保（採用活動等）を更に強化すると共に、現職員の定着と資質

の向上に向けた取組が望まれる。 

 

15 Ⅱ-２-(１)-② 総合的な人事管理が行われている。 b 

<コメント> 

「全国児童養護施設協議会」の要綱を掲げ「期待する職員像等」を明確にしている。 

また、把握した職員の意向・意見や評価・分析等にもとづき職員処遇改善の必要性等を評

価・分析しているが十分ではない。 

今後は、施設の理念・基本方針にもとづく「期待する職員像等」を自ら定めると共に「キ

ャリアパス」を策定し、職員等に周知することが望まれる。 

 

 



Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。 

16 Ⅱ-２-(２)-① 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づく

りに取り組んでいる。 
b 

<コメント> 

 平成 30年度に、職員の勤務体制について重大なシフトの変更を実施したが、現在は是正さ

れた勤務シフトにより養護・支援が行われている。職員の有給休暇の取得についても労務管理

に関する責任を果たしている。 

今後は、定期的に職員との個別面談の機会を設け、ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組

を行うことが望まれる。 

 

Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。 

17 Ⅱ-２-(３)-① 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。 c 

<コメント> 

職員一人ひとりの「目標管理」については、前回の第三者評価でも改善を指摘された点で

ある。 

今後、施設として「期待する職員像」を明確にし、職員一人ひとりの目標管理についての

仕組みを構築して取り組むことが急務である。 

 

18 Ⅱ-２-(３)-② 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定さ 

れ、教育・研修が実施されている。 
b 

<コメント> 

 職場研修の理念と方針が示された「研修計画及び予定表」が策定されており、毎年度研修

課題に基づく研修計画が実行されている。職場外、職場内研修、OJT 研修が細かく分かれ、

新任・中堅・幹部職員毎または専門職毎に適切に行われている。 

 今後は、中・長期計画を踏まえた事業計画に位置づけて実施して行くことが望まれる。 

 

19 Ⅱ-２-(３)-③ 職員一人ひとりの教育・研修等の機会が確保されてい

る。 
b 

<コメント> 

新年度の具体的研修計画に基づき、OJT(職場内研修)、OFF-JT（職場外研修）、SDS（自己啓

発研修）に一人ひとりが参加し、取り組んでいる。また、階層別研修、職種別研修、テーマ

別研修等の機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・技術水準に応じた教育・研修を実

施している。 

今後は、スーパービジョンの体制を確立して取り組んでいくことが望まれる。 

 

Ⅱ-２-(４) 実習生等の養育・支援に関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。 

20 Ⅱ-２-(４)-① 実習生等の養育・支援に関わる専門職の研修・育成に 

ついて体制を整備し、積極的な取組をしている。 
b 

<コメント> 

 在仙の各大学から年間で多いときは 50名位（平成 30 年度は 33 名）の実習生が 10 日間の

日程で来ている。研修は、マニュアルに基づき、専門職種の特性に配慮したプログラムを用



意して行われ、指導者研修を受講した担当の児童指導員と保育士によって実施されている。 

今後は、福祉人材の確保・育成に係る基本方針に、実習生の研修育成に関する基本姿勢を

明文化し、取り組むことが望まれる。 

 

 

Ⅱ-３ 運営の透明性の確保 

 第三者評価結果 

Ⅱ-３-(１) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。 

21 Ⅱ-３-(１)-① 運営の透明性を確保するための情報公開が行われて 

いる。 
b 

<コメント> 

ホームページには決算情報、定款、役員体制を明示し、文集「みんな」には年間活動や子

どもの作文と共に、決算情報を掲載している。 

 今後、理念や基本方針、事業計画書を整備してホームページ等に公開し、運営の透明性の

確保に向けた情報公開が望まれる。 

 

22 Ⅱ-３-(１)-② 公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組 

が行われている。 
a 

<コメント> 

事務・経理に関する業務ルールや職務分掌と権限・責任が事業計画書に明文化されており、

職員にも周知している。監事による内部監査が定期的に行われ、施設経営や運営の適正性を

確保している。 

 

 

Ⅱ-４ 地域との交流、地域貢献 

 第三者評価結果 

Ⅱ-４-(１) 地域との関係が適切に確保されている。 

23 Ⅱ-４-(１)-① 子どもと地域との交流を広げるための取組を行って 

いる。 
a 

<コメント> 

事業計画書には事業目的として地域に根ざしたふれあいと交流の推進を図ることが記載さ

れている。園は毎年、自治会の班長の役割を担い、日常的に雪かきや道路清掃など地域への

支援を行い、夏祭りには大勢の住民が来訪し、交流を深め信頼関係を築いている。また、港

まつりや植樹会、子どもの成長を祈願する神社の伝統行事にも参加し、子どもたちの手作り

のカレンダーは広く住民に周知され、地域に溶け込んでいる。 

 

24 Ⅱ-４-(１)-② ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確に 

し体制を確立している。 
b 

<コメント> 

地域社会と施設をつなぐ上でボランティアの受け入れは重要と考え、布団作りや清掃など

のボランティアや音楽、芝居などの慰問も多い。一方、ボランティア受入れマニュアルはあ



るがかなり古く、見直しが不十分であり、機能を果たしていない。 

 今後、基本姿勢や受入れ方針を明文化するとともに、ボランティアへの研修、職員・子ど

もへの事前説明など受入れ体制の整備が望まれる。 

 

Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。 

25 Ⅱ-４-(２)-① 施設として必要な社会資源を明確にし、関係機関等と 

の連携が適切に行われている。 
a 

<コメント> 

地域の関係機関や団体などの社会資源のリストやパンフレットを整備し、職員間で共有が

図られている。また、高校、小・中学校とは日常的に、情報交換を行うとともに児童相談所

と連携し、地域の「児童虐待及び配偶者等の暴力被害防止連絡協議会」に定期的に参加し、

子どもに対する養育・支援の課題共有に努めている。 

 

Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。 

26 Ⅱ-４-(３)-① 地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われ

ている。 
a 

<コメント> 

グランドゴルフの園庭開放、コンサート、夏祭り等の地域交流を通じて地域の福祉ニーズ

や生活課題の把握に努めている。また、高齢化が進む地域に目を向け、道路清掃や雪かきな

どを行い、行政区の班長を毎年担うなどして、積極的に福祉ニーズ等の把握に努めている。 

 

27 Ⅱ-４-(３)-② 地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が

行われている。 
b 

<コメント> 

地域社会において、東日本大震災の際は、被災地にある施設として、重要な役割を果たし、

災害時の避難所として市と協定を結んでいる。また、併設の「児童家庭支援センター」と連

携し、子育て支援や権利擁護等の講演会を行うなど、地域社会における公益的な事業・活動

に積極的な役割を果たしている。 

 

評価対象Ⅲ 適切な養育・支援の実施 

Ⅲ-１ 子ども本位の養育・支援 

 第三者評価結果 

Ⅲ-１-(１) 子どもを尊重する姿勢が明示されている。 

28 Ⅲ-１-(１)-① 子どもを尊重した養育・支援提供について共通の理解 

をもつための取組を行っている。 
b 

<コメント> 

「全国児童養護施設協議会」の倫理綱領を行動規範とし、不適切ケアチェックリストによ

る自己点検を行い、子どもの最善の利益に配慮する姿勢を明示している。しかし、理念や基

本方針が文書化されておらず、標準的な実施方法への反映が不透明である。 

今後、新任職員だけでなく全職員に対し、より一層子どもの尊重や基本的人権の配慮につ



いての周知徹底が望まれる。 

 

29 Ⅲ-１-(１)-② 子どものプライバシー保護に配慮した養育・支援が行

われている。 
b 

<コメント> 

「子どものプライバシーに関する園内規定」があり、通信、外部者関係、物品管理、物理

的環境関係について記載があるが、養育・支援の子どもの生活場面ごとのプライバシー保護

マニュアルは明文化されていない。 

今後、施設の限界はあるが、環境・設備面での配慮や工夫をするとともに、プライバシー

を尊重する視点に立ったマニュアルの整備と職員・子ども・保護者等への周知が望まれる。 

 

Ⅲ-１-(２) 養育・支援の実施に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。 

30 Ⅲ-１-(２)-① 子どもや保護者等に対して養育・支援の利用に必要な 

情報を積極的に提供している。 
b 

<コメント> 

パンフレット（要覧）や「入所のしおり」に養育・支援の内容や行事計画、園の沿革など

が紹介してあり、入所時に丁寧に説明を行っている。「入所のしおり」は子ども目線の言葉使

いやカラーのイラスト、ルビなどで誰でも分かり易い内容となっている。 

今後は、理念や基本方針の説明をはじめとして社会的養護の理念が十分に周知できる情報

提供が求められ、園紹介のパンフレット（要覧）は子どもにも分かり易い工夫が望まれる。 

 

31 Ⅲ-１-(２)-② 養育・支援の開始・過程において子どもや保護者等に 

わかりやすく説明している。 
a 

<コメント> 

養育・支援の開始時に当たっては、自己決定の尊重や権利擁護の視点に基づいて行ってい

る。「重要事項説明書」や「入所のしおり」で説明し、生活、健康面での同意など、子どもの

障害特性や生育環境に配慮し、ゆっくり、分かり易く説明している。 

 

32 Ⅲ-１-(２)-③ 養育・支援の内容や措置変更、地域・家庭への移行等 

にあたり養育・支援の継続性に配慮した対応を行って

いる。 

b 

<コメント> 

措置変更、地域・家庭への移行にあたり、養育・支援の継続性を損なわないよう関係機関

と連携し支援している。里親への措置変更はマッチングの積み重ねにより、安定・安心した

生活へ向けて支援している。退所後のアフターケアについても併設の「児童家庭支援センタ

ー」と連携し、相談に応じている。 

今後は、養育・支援の継続性に配慮した手順と引継ぎ文書マニュアルの整備が望まれる。 

 

Ⅲ-１-(３) 子どもの満足の向上に努めている。 

33 Ⅲ-１-(３)-① 子どもの満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取 

組を行っている。 
b 



<コメント> 

新年度に子どもの代表者会議を行い、遊具などの要望に対応している。しかし、養育・支

援を含む生活全般や生活環境などの満足度を評価する定期的な調査が行われていない。 

今後、園として子どもの満足の向上に向けた仕組みの構築に、職員や子ども参画のもとで

組織的に取り組むことが望まれる。 

 

Ⅲ-１-(４) 子どもが意見等を述べやすい体制が確保されている。 

34 Ⅲ-１-(４)-① 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能してい 

る。 
b 

<コメント> 

「苦情解決要綱」を定め、苦情解決責任者、苦情受付担当者、第三者委員を設置している。

苦情窓口は「重要事項説明書」や学習室に掲示して明示し、保護者や子どもに周知している。

意見箱も設置し、年間の苦情件数は数件だが、苦情の公表は申し出た子どもや保護者の意向

に配慮して行っている。 

現在、苦情受付担当者は職員全員が月毎に交代しているが、今後は、苦情解決の仕組みが

適切に機能するよう、年間を通して責任を担う苦情受付担当者の配置が望まれる。 

 

35 Ⅲ-１-(４)-② 子どもが相談や意見を述べやすい環境を整備し、子ど

も等に周知している。 
b 

<コメント> 

子どもが、相談や意見を述べたい時は担当職員だけではなくどの職員でも相談できること

を「入所のしおり」などで周知し、相談しやすい関係作りに努めている。また、安心して話

せる相談室や面接室を整備している。 

しかし、相談が少なく、子どもが意見を出しづらい生活環境・条件の存在が考えられ、今

後は相談や意見を述べる際に秘密が守られ、不利な扱いが無いことの明示と周知が望まれる。 

 

36 Ⅲ-１-(４)-③ 子どもからの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に 

対応している。 
b 

<コメント> 

子どもからの相談や意見は積極的に受け止め、子どもたちと話し合い、夏休みの時間ルー

ル変更や遊具の要望に対応している。 

しかし、意見、要望などの相談に対応する上でのマニュアルの整備が不十分であり、今後、

苦情解決の仕組みと同様、子どもからの相談や意見への対応方法や記録、説明、公開などの

マニュアルの整備が望まれる。 

 

Ⅲ-１-(５) 安心・安全な養育・支援の実施のための組織的な取組が行われている。 

37 Ⅲ-１-(５)-① 安心・安全な養育・支援の実施を目的とするリスクマ 

ネジメント体制が構築されている。 
b 

<コメント> 

 リスクマネジメント責任者である副園長を中心に体制を整備し、「危機管理マニュアル」で

手順を明確にして職員に周知している。発生時の事件・事故対応としては、児童間暴力や対



人暴力、活動中の事故、遊具や交通事故等があり、定期的に遊具や危険物の点検を行い、安

全確保と事故防止に努めている。しかし、ヒヤリハットや事故を収集した事例はない。 

今後、ヒヤリハット・事故について、意識して収集・分析及び再発防止策への取組を行う

ことが急務である。 

 

38 Ⅲ-１-(５)-② 感染症の予防や発生時における子どもの安全確保の 

ための体制を整備し、取組を行っている。 
a 

<コメント> 

「食中毒・感染症マニュアル」と、発生時の対応のフローチャートが整備されており、職

員に研修を行い、周知している。対策は看護師が中心となって取組み、感染症発生時等の子

どもの安全確保について体制を整備している。 

 

39 Ⅲ-１-(５)-③ 災害時における子どもの安全確保のための取組を組 

織的に行っている。 
b 

<コメント> 

「非常災害対策計画」及び「消防計画」が整備され、災害発生時の組織体制、津波、地震、

土砂・風水害対応マニュアルがあり、職員に周知している。夜間想定を含む避難訓練を月 1

回実施し、消防署と連携した避難訓練も年 2 回実施している。園は、市指定の災害時の避難

所でもあり、地域と合同の避難訓練を年 1 回実施するなど東日本大震災の経験を活かした取

組を行っている。子どもの居室には、外出時及び園での避難マニュアルを掲示し、子どもの

安全確保に努めている。 

今後は、発災時においても養護・支援を継続するための「事業継続計画」（BCP）を策定し、

必要な対策・訓練を行うことが望まれる。 

 

 

Ⅲ-２ 養育・支援の質の確保 

 第三者評価結果 

Ⅲ-２-(１) 養育・支援の標準的な実施方法が確立している。 

40 Ⅲ-２-(１)-① 養育・支援について標準的な実施方法が文書化され

養育・支援が実施されている。 
c 

<コメント> 

事業計画書の中に養護指導管理、保健衛生管理、災害対策管理について記載があり、これ

らの活動経過記録や方針及び実施方法などが種々示されている。しかし、施設の理念・方針

が明文化されていないことに起因して、各実施方法には肝心の養護・支援の具体的な留意点

が明確とはなっていない。 

今後は、職員の支援の水準や内容の差異を少なくし、一定の水準を保つために、各養育・

支援についての標準的な実施方法の確立が急務である。 

 

41 Ⅲ-２-(１)-② 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確 

立している。 
c 

<コメント> 



標準的な実施方法を確立するとともに、職員が参加した見直しの検討会議を行い、ＰＤＣＡサ

イクルを実践して、養育・支援の質の向上に繋げていくことが急務である。 

 

 

Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより自立支援計が策定されている。 

42 Ⅲ-２-(２)-① アセスメントにもとづく個別的な養育・支援実施計

画を適切に策定している。 
b 

<コメント> 

自立支援計画は、アセスメント結果を全職員と検討し、担当職員が作成、主任と副園長が

精査、園長が責任者となって作成される。アセスメントは児童相談所と連携し、情報収集し

ている。 

今後は、アセスメント及び自立支援計画策定に係る標準的な手法を確立し、文書化するこ

とで、より子どもたちの意向が反映される支援計画を策定することが望まれる。 

 

43 Ⅲ-２-(２)-② 定期的に自立支援計画の評価・見直しを行ってい

る。 
b 

<コメント> 

自立支援計画の見直しは、定期的に行っている。計画変更が必要な時には、期間に関わら

ず見直しを行っている。しかし、自立支援計画の見直しに係る標準的な実施方法が文書化さ

れておらず、担当職員により評価のばらつきがみられる。 

今後は、評価方法を確立し、標準的な実施方法を文書化することで、支援の質の向上を図

ることが急務である。 

 

Ⅲ-２-(３) 養育・支援実施の記録が適切に行われている。 

44 Ⅲ-２-(３)-① 子どもに関する養育・支援実施状況の記録が適切に

行われ、職員間で共有化さている。 
a 

<コメント> 

子どもの生活や支援状況は、児童指導員が記載する業務日誌に、詳細に記録されている。

朝のミーティング時に全職員で申し送りや検討、また必要時には「養護部会」にて十分な検

討を行い、職員間で情報共有できるようにしている。また、パソコンや回覧などを利用し、

職員間で情報が共有できる仕組みが整備されている。 

 

45 Ⅲ-２-(３)-② 子どもに関する記録の管理体制が確立している。 a 

<コメント> 

「個人情報保護規程」が適切に策定され、年度初めの全体研修時に、園長より説明し、周

知している。個人のケース記録は耐火金庫に保管されており、入所時にその取扱いについて、

子どもや保護者に説明している。記録管理の責任者は園長である。 

 

 

 



内容評価基準（25 項目） 

※「共通評価基準評価対象Ⅲ 適切な養育・支援の実施」の付加項目 

Ａ-１ 子どもの権利擁護、最善の利益に向けた養育・支援 

 第三者評価結果 

Ａ-１-(１) 子どもの権利擁護 

Ａ① Ａ-１-(１)-① 子どもの権利擁護に関する取組が徹底されている。 a 

<コメント> 

「児童養護施設における人権侵害の禁止・防止・対応のための要項」をマニュアルとして

整備し、定期的に研修を行い職員に周知徹底を図っている。子どもたちから目を離さない、1

対 1の対応は避け、2人での対応を心掛ける等、権利侵害防止や早期発見の取組が徹底されて

いる。 

 

Ａ－１－（２）権利について理解を促す取組 

Ａ② Ａ－１－（２）－① 子どもに対し、自他の権利について正しい理解

を促す取組を実施している。 
b 

<コメント> 

子どもには保証される権利があることについて記載のある「権利ノート」は、児童相談所

から渡され説明を受けるが、入所時に「旭が丘学園入所のしおり」でよりわかりやすく説明

している。部屋割りは異年齢の子どもで構成されており、お互いに助け合い協力するよう、

支援している。 

今後、子どもたちが権利を学ぶ機会を定期的に設けることで、より権利擁護への理解を深

め、職員も同時に振り返ることが望まれる。 

 

Ａ－１－（３）生い立ちを振り返る取組 

Ａ③ Ａ－１－（３）－① 子どもの発達状況に応じ、職員と一緒に生い立

ちを振り返る取組を行っている。 
a 

<コメント> 

生い立ちについては児童相談所と連携し、子どもの成長に留意しながら対応している。日

ごろから写真を撮り、アルバムにして退所時にプレゼントしている。また、入所中は毎年文

集「みんな」を製作している。文集には 1年間の思い出の写真も納められ、いつでも見られ、

職員と一緒に振り返ることができる。 

 

A－１－（４）被措置児童等虐待の防止等 

Ａ④ 

 

Ａ-１-(４)-① 子どもに対する不適切なかかわりの防止と早期発見

に取り組んでいる。 
b 

<コメント> 

年度初めの全体研修で、園長より権利擁護の説明や、虐待防止に係る説明がある。徹底し

て体罰や不適切なかかわりがないよう、毎朝のミーティング時に申し合わせしている。年に

一度権利擁護に関わる自己チェックを行い、振り返りをしている。副園長や主任が日々の職

員の相談に乗るなど、相談体制は機能しており、相談しやすい職場風土となっている。CAP

研修を子どもたちと受け、適切な距離感を知り、子どもたちも思いを伝えることができるよ



うになった。 

被措置児童等虐待が疑われる子どもの支援手順は、現在の「危機管理マニュアル」に記載

がないため、マニュアルに追加し、より組織的に取り組むことが望まれる。 

 

Ａ－１－（５）子どもの意向や主体性への配慮 

Ａ⑤ Ａ－１－（５）－① 職員と子どもが共生の意識を持ち、生活全般に

ついて共に考え、快適な生活に向けて子ども自

身が主体的に取り組んでいる。 

b 

<コメント> 

年度初めに、居室ごとに予算の使い方を考え、どういう部屋にしたいか、レクレーション

や誕生会など、目標をもって生活できるよう支援している。困ったときは話しやすい職員に

相談するなど、それぞれの子どもに合わせた支援を行うよう努めている。 

今後は、満足度調査などを行い、より子どもたちが主体的に生活に係ることができる仕組

みを構築することが望まれる。 

 

Ａ－１－（６）支援の継続性とアフターケア 

Ａ⑥ Ａ－１－（６）－① 子どものそれまでの生活とのつながりを重視し、

不安の軽減を図りながら移行期の支援を行って

いる。 

a 

<コメント> 

児童相談所と連携しながら、個々の事情に合わせ、入所時退所時の支援を行っている。入

所前の状況を全職員に周知し、子どもの不安を受け入れ、受け止めるよう心掛けている。外

泊や外出なども、個々の状況に合わせ、柔軟に対応している。不安や困難なことはいつでも

相談できることを、日頃より子どもたちに話している。 

 

Ａ⑦ Ａ－１－（６）－② 子どもが安定した社会生活を送ることができる

ようリービングケアと退所後の支援に積極的に

取り組んでいる。 

b 

<コメント> 

併設の「児童家庭支援センター」と連携し、継続して家庭復帰や復帰後の支援をしている。

「消費生活センター」や「警察生活安全センター」から講師を招き、社会生活に必要な講習

を行っている。また、毎年決まった日に夏祭りとクリスマス会を行っており、その時に合わ

せ退所者が多く参加し入所者との交流を図っている。 

今後は、協力事業所や退所者・入所者・職員と交流できる機会をより充実させることが望

まれる。 

 

  

Ａ-２ 養育・支援の質の確保 

Ａ-２-(１) 養育・支援の基本 

Ａ⑧ Ａ-２-(１)-① 子どもを理解し、子どもが表出する感情や言動をし

っかり受け止めている。 
b 



<コメント> 

職員は、日頃より子どもたちの小さな変化やサインを見逃さないよう努めている。子ども

の状況を業務日誌や朝のミーティング時に職員間で共有し、対応を検討している。 

 今後、利用者アンケートなどでより丁寧に子どもの意向を汲み取る仕組みが望まれる。 

 

Ａ⑨ Ａ-２-(１)-② 基本的欲求の充足が、子どもと共に日常生活を構築

することを通してなされるよう養育・支援している。 
b 

<コメント> 

子どもとの関係性が重要と考え、担当職員以外でも相談や支援ができる体制を作ってい

る。声掛けや話をする機会を日常的に作っている。夜間に不安を訴える子どもには、職員が

近くにいられるよう配慮している。 

 今後は、利用者アンケートなどで、より積極的に子どもの意向や思いを汲み取り、子ども

それぞれの基本的欲求が満たされるような取組が望まれる。 

 

Ａ⑩ Ａ-２-(１)-③ 子どもの力を信じて見守るという姿勢を大切にし、

子どもが自ら判断し行動することを保障している。 
a 

<コメント> 

子どもとの関係性が重要と認識し、話を聞く、見守る、必要時には助言するという姿勢で、

日々の支援に当たっている。朝夕の通学時間帯には、通学路の見回りを行うなど、危険防止

にも留意している。職員には「行ってらっしゃい」「おかえりなさい」と、必ず声掛けする

ことを励行している。 

Ａ⑪ Ａ-２-(１)-④ 発達の状況に応じた学びや遊びの場を保障してい

る。 
a 

<コメント> 

園には広い園庭やプレイルームがある。年齢に応じた玩具や図書、楽器などが置かれ、自

由に利用できる。学習室があり、必要時は学習指導員が指導を行う。園庭では、職員と一緒

にサッカーや野球をすることもある。近隣の図書館や児童センターを利用し、地域との交流

を図ったり、スポーツ少年団に加入する子どももいる。 

 

Ａ⑫ Ａ-２-(１)-⑤ 生活のいとなみを通して、基本的生活習慣を確立す

るとともに、社会常識及び社会規範、様々な生活技術

が習得できるよう養育・支援している。 

b 

<コメント> 

家事の経験を年齢に応じて習得できるよう支援している。また、地域行事には積極的に参

加して交流できるよう配慮している。園の生活ルールは、入所時に説明し同意を得ている。 

今後、子どもたちが生活の中で感じる不具合を一緒に考え、生活ルールを考える仕組みを

作ることで、子どもの社会性を醸成していくことが望まれる。 

 

Ａ-２-(２) 食生活  

Ａ⑬ Ａ-２-(２)-① おいしく楽しみながら食事ができるよう工夫してい

る。 
b 



<コメント> 

3 食きちんと食べることを大事にし、規則正しい食習慣が身につくよう支援している。食

事時間が遅くなる子どもには、冷蔵庫に保存して温め直して食べられるよう配慮している。

子どもたちが、お菓子やラーメンを作るなど、調理技術や作る楽しみが得られるよう計画を

立てて支援している。 

今後、子どもの嗜好を取り入れたメニューや食堂の設（しつら）えを変えるなど、食べる

楽しみやコミュニケーションの場として食事時間が機能するような工夫が望まれる。 

 

Ａ-２-(３) 衣生活 

Ａ⑭ Ａ-２-(３)-① 衣類が十分に確保され、子どもが衣習慣を習得し、

衣服を通じて適切に自己表現できるように支援して

いる。 

a 

<コメント> 

常に衣服は清潔で、体に合い、季節に合ったものを着用している。新調を希望する子ども

は、職員と一緒に出掛けて好みの衣類を買っている。中学生以上の子どもたちには、洗濯や

アイロンかけなどが自分たちでできるよう支援している。子どもたちの好みの把握に努め、

衣類を選択できるように支援している。 

 

Ａ-２-(４) 住生活 

Ａ⑮ Ａ-２-(４)-① 居室等施設全体がきれいに整美され、安全、安心を

感じる場所となるように子ども一人ひとりの居場所

を確保している。 

b 

<コメント> 

居室や共有スペースは床暖房となっている。自分の身の回りのものは自分で整理整頓でき

るよう、職員が声掛けをしたり手伝うなど支援をしている。また、子どもにとって居心地の

良い安心安全な環境とは何かを考え、職員が日中の時間帯を利用して環境整備を行っている。 

しかし、ところどころに破損した箇所が散見されており、今後、早急な修理や修繕が望ま

れると共に計画的な環境整備が望まれる。 

 

 

Ａ-２-(５) 健康と安全 

Ａ⑯ Ａ-２-(５)-② 医療機関と連携して一人ひとりの子どもに対する

心身の健康を管理するとともに、必要がある場合は

適切に対応している。 

a 

<コメント> 

園の看護師が定期的に身体測定を行い、健康管理をしている。業務日誌での申し送りや朝

のミーティング時に子どもの体調を把握し、必要時には医療機関の受診を行っている。医療

機関とは日ごろから連携し、意思疎通を図っている。服薬が必要な子どもには、わかりやす

く説明し、誤薬や服薬忘れがないよう支援している。感染症や嘔吐処理などの研修を行って

いる。 

 

 



Ａ-２-(６) 性に関する教育 

Ａ⑰ Ａ-２-(６)-① 子どもの年齢・発達の状況に応じて、他者の性を

尊重する心を育てるよう、性についての正しい知

識を得る機会を設けている。 

b 

<コメント> 

CAP 研修を行うなど、性のことや他者との関り方などを学ぶ機会を作っている。生活の中

で、子どもにはプライベートゾーンについて理解を促し、職員は見守りを徹底し、園内に死

角ができないよう配慮している。 

 今後、子どもの発達段階に応じたプログラムやカリキュラムを用意し、いのちの教育とし

て、性への正しい理解ができる取り組みが望まれる。 

 

Ａ-２-(７) 行動上の問題及び問題状況への対応 

Ａ⑱ Ａ-２-(７)-① 子どもの暴力・不適応行動などの行動上の問題に

対して、適切に対応している。 
a 

<コメント> 

「危機管理マニュアル」を作成し、その中に「児童間暴力・対人暴力への対応」を文書化

して、職員が適切に対応できるよう定め、CAP 研修を定期的に受け、被害児童の不安や加害

児童の心にも寄り添うよう努力している。職員の無力感やストレスマネジメントは、主任や

副園長、園長が受け止めて対応している。事例によっては児童相談所や警察等とも連携し、

適切に対応している。 

 

Ａ⑲ Ａ-２-(７)-② 施設内の子ども間の暴力、いじめ、差別などが生

じないよう施設全体で取り組んでいる。 
a 

<コメント> 

日頃から子どもたちの関係性を観察し、把握するよう努めている。業務日誌や朝のミーテ

ィングで情報を共有し、職員間で協力して対応できるように配慮している。毎年の部屋割り

には関係性も考慮し、グループ分けをしている。施設内での対応が困難な場合は、児童相談

所等と連携して対応している。 

 

Ａ-２-(８) 心理的ケア  

Ａ⑳ Ａ-２-(９)-① 心理的ケアが必要な子どもに対して心理的な支援

を行っている。 
b 

<コメント> 

心理療法担当職員が配置され、心理的ケアが必要な子どもには、自立支援計画に基づき、

心理支援プログラムを作成している。担当職員は採用後間がなく、個別の面談も始まったば

かりである。今後は子どもたちの心理的ケアや職員のメンタル面でのサポートもできるよう

にしたいと考えている。 

今後、園として他の職員とも連携した、組織的な心理的支援を行うことが望まれる。 

 

Ａ-２-(１０) 学習・進学支援、進路支援等 

Ａ○21 Ａ-２-(９)-① 学習環境の整備を行い、学力等に応じた学習支

援を行っている。 
a 



<コメント> 

学習室があり静かに勉強できるスペースを確保している。地域の図書館や、学習塾へ通う

子どももいる。学校と連携し、学力が低い子どもには個別指導を行い、学習指導員や担当職

員、地域のボランティアが学習を支援する機会を作っている。 

 

Ａ○22 Ａ-２-(９)-② 「最善の利益」にかなった進路の自己決定がで

きるよう支援している。 
a 

<コメント> 

子どもたちの希望を丁寧に聞き取り、家族、学校、児童相談所とも相談し、何度も話し合

いながら進路選択ができるよう支援している。進路決定後のフォローアップや失敗した場合

に対応する体制ができている。また、迷いのある子どもには、様々な選択肢を提案し、生活

のシュミレーションが出来るよう支援している。 

 

Ａ○23 Ａ-２-(９)-③ 職場実習や職場体験、アルバイト等の機会を通

して、社会経験の拡大に取り組んでいる。 
a 

<コメント> 

アルバイトを希望する子どもには、学校と情報交換を行い、施設から依頼文を出し、社会

経験ができるよう支援している。退所者の事業主から、職場実習の受け入れなどの情報が寄

せられることもある。 

  

Ａ-２-(１０) 施設と家族との信頼関係づくり 

Ａ○24 Ａ-２-(１０)-① 施設は家族との信頼関係づくりに取り組み、

家族からの相談に応じる体制を確立している。 
b 

<コメント> 

家庭支援専門相談員を配置し、児童相談所や児童家庭支援センターと連携し、面会や一時

帰宅・外泊などの対応を行い、子どもの小さな変化を見逃さず、不安や寂しさに寄り添うよ

う取り組んでいる。また、家族の状況を把握し、家庭訪問や行事への参加を呼びかけ、信頼

関係の構築を図っている。 

現在、家庭支援専門相談員は兼務となっており、今後は専任での配置が望まれる。 

 

Ａ-２-(１１) 親子関係の再構築支援 

Ａ○25 Ａ-２-(１２)-① 親子関係の再構築等のために家族への支

援に積極的に取り組んでいる。 
b 

<コメント> 

家庭支援専門相談員を中心に、全職員が、子どもそれぞれのバックボーンを把握できるよう

情報共有を行い、支援方針を決めている。児童相談所と相談、連携して親子関係の再構築に

取り組んでいる。 

今後、園内に親子生活訓練室を設置するなど、より積極的な家族支援の取組が望まれる。 

 

 

 


